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工事種別

工事番号

工事名

当初 設計書

令和８年度

改修工事（建築工事）

住改工-２

市営瀬田住宅211号室火災復旧工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参
考資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出
し積算して下さい。

可児市 建設部 施設住宅課



住改工-２ 工事箇所
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工事番号 可児市　瀬田　地内 施設名 市営瀬田住宅

工事名 市営瀬田住宅211号室火災復旧工事

理         由  工　　事　　概　　要 

火事で室内が消失したため、復旧工事を行
う。

市営瀬田住宅211号室
延床面積　：12戸建（69.8㎡/戸）　　計1131.68㎡
主要構造・階数　：　RC造・3階建
建築年度　：　平成11年度

金     額 円 内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけ
ればならない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打
合簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、
電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項に
ついては、監督員と協議する。

建設副産物有効利用及び適正処理について

受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設副産物有効利
用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。また受注者の都合により処分場を変更する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県
埋立て等の規制に関する条例」及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。

使用材料

生コンクリートについて
本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24N/ｍｍ2以上）については55％以下、無筋コン
クリート及び鉄筋コンクリート（21N/ｍｍ2以下）については60％以下、均しコンクリートについては60％程度とし、品
質を証明する書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよ
う努めること。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相
当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなけれ
ばならない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事保険について

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につ
いて、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物
等）に加入するものとする。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のう
ち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と
協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

ワンデーレスポンスの取組について

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は
速やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。
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その他図面特記仕様書による。

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（建築・電気設備・機械設備工事編）　最新版

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築・電気設備・機械設備工事編）　最新版

その他

可児市公共基準点の保全について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約
締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中
止している期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が４，０００万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけ
ればならない。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理
由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するととも
に、可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号によ
り可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要
領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、
決定すること。

暴力団等による不当介入における通報義務について

法定外の労災保険の付保

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

　公共施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損または、その効用に支障をきたす
ことのないよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障となる場合は、事前に監督員に報告すること。

統一の一斉休工の取組について

現場代理人の兼務について

建築物・工作物等の解体・改修工事に伴うアスベスト調査について

工事規模、請負金額にかかわらず事前にアスベストの使用の有無の事前調査を行うこと。
また、一定規模以上の工事は、事前調査結果を岐阜県に報告すること。

本工事は「建設現場の週休２日」の普及および浸透に向けて、週休２日制モデル工事の適否に関わらず、土曜日の休工
に努める「まんなかホリデー（中部地区統一の一斉休工）」に取組むものとする。
なお、本取組は強制的な一斉休工や工程の調整を求めるものではない。

休工とは、現場事務所での事務作業を含め１日を通して現場や現場事務所が閉所されている状態をいう。
（巡回パトロールや保守点検等現場管理上必要な作業を行う場合を除く）



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容( ）

Ｂ．未協議機関及び内容( ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

８．施工時期
９．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 Ａ．区間(No. ～ No. ）

Ｂ．着工見込時期( ）

Ｃ．内容（ ）

Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期( ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否( ）

Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目( ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

４．土壌汚染対策法に関する届出
Ａ．発注者による含有調査( ）

Ｂ．受注者による含有調査

Ｃ．調査結果の報告(一定規模以上)

Ａ．フロン回収あり

Ｂ．その他（ ）

安 全 対 策 Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

Ａ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｂ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｃ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．交替要員あり

Ａ．工法制限あり（　 ）

Ｂ．作業時間制限あり( ）

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

２．他機関協議による工程条件あり

５．建築確認

特記仕様書
（条件明示）

市営瀬田住宅211号室火災復旧工事

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ず
るものとする。

１．関連する別途発注工事あり

１．用地補償物件撤去まで着工制限あり

１．施工方法の制限あり

７．文化財協議（文化財課）

２．工事用地の未買収

３．仮設ヤードの有無

Ａ. 施工時期（　　監督員と協議すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

監督員と協議の上決定すること

近隣住民及び入居者に大きな支障が発生しないようにし、事前打合せを行うこと。

２．通学路あり

Ａ．届出済（3,000㎡以上の土地の形質の変更、工事着手30日前まで）

６．その他

５．石綿含有に関する事前調査

１．交通規制あり

４．鉄道等の近接作業制限あり

５．バス路線（運行者との協議）

３．交通整理員

１．一般道路（搬入路）の使用制限

２．仮設道路の設置条件あり

２．仮設構造物の転用、兼用あり



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ km ）

１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ km ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（ ）

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ km ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（ ）

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離 km ）

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 発 生 土 Ｅ．仮置場必要（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

関 係 Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ km ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．槽内洗浄必要

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

７．「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実
　　施要綱」に基づく提出・提示書類あり Ｃ．コブリス

Ｄ．廃棄物処理委託契約、許可書

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｅ．

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所( ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所( ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．地域連携（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

Ａ．範囲（ ）

Ｂ．時期（ ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

２．占用支障物件あり（電話）

Ｂ．建設発生土管理状況書類及び処理地の関係図書

１．占用支障物件あり（電気）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

３．占用支障物件あり（水道）

４．占用支承物件あり（下水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

排 水 工 関 係

７．占用支障物件あり（その他）

再 生 材 使 用
１．再生材使用指定あり

Ｄ．再生材を使用できない場合別途協議

そ の 他

１．現場発生材あり

５．部分使用

２．支給材あり

３．現場環境改善



市営瀬田住宅211号室火災復旧工事

A 建築工事 1.0 式

E 電気工事 1.0 式

M 機械設備工事 1.0 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.0 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.0 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.0 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.0 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.0 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



Ａ 建築工事

A-1 直接仮設工事 1 式

A-2 木工事 1 式

A-3 金属工事 1 式

A-4 左官・タイル工事 1 式

A-5 建具工事 1 式

A-6 塗装工事 1 式

A-7 内装工事 1 式

A-8 仕上げユニット工事 1 式

A-9 発生処分費 1 式

計

　　Ｐ．  　　2

名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



A-1 直接仮設工事

外部足場 脚立足場 13.1 ㎡ 刊行物

内部足場 脚立足場 68.3 ㎡ 刊行物

墨出し 仕上 68.3 ㎡ 刊行物

養生 仕上 68.3 ㎡ 刊行物

清掃・片付け（施工中） 68.3 ㎡ 刊行物

竣工時清掃 68.3 ㎡ 刊行物

計

改め計
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仕　　　　　様 数　  量 単位 摘　　　　要金　　　　額単　　価名　　　　　称



A-2 木工事

木下地パネル H=120　脚共 63.8 ㎡ 刊行物

きわ根太 45×45　床束@450共 84.2 m 刊行物

上框（床見切） 積層材　55×35 1.7 m 刊行物

木製廻り縁 30.8 m 刊行物

塩ビ製廻り縁 74.8 m 刊行物

サッシ額縁 4 箇所 刊行物

浴室額縁 4 箇所 刊行物

木製建具枠 軽鉄壁部分 6 箇所 見積×0.80

　　〃 コンクリート壁部分 4 箇所 見積×0.80

床フローリング t15.0 60.5 ㎡ 刊行物

床下地合板 t12.0 9.2 ㎡ 刊行物

壁・天井ラワン合板 t5.5 49.2 ㎡ 刊行物

木製幅木 53.6 m 刊行物

木製雑巾摺 12.3 m 刊行物

押入中棚 W=2700 2 箇所 見積×0.80

　　〃 W=1100 2 箇所 見積×0.80

　　〃 W=915 2 箇所 見積×0.80

　　Ｐ．  　　4

仕　　　　　様 数　  量 単位 金　　　　額 摘　　　　要単　　価名　　　　　称



付け鴨居 和室 6.4 m 刊行物

　　〃 幅広タイプ 4.4 m 見積×0.80

手摺等取付下地合板 t9.0 3.0 ㎡ 刊行物

玄関キックプレート H=300 2.6 m 見積×0.80

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要単　　価単位名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量



A-3 金属工事

軽量鉄骨天井下地 19形 32.7 ｍ 刊行物

軽量鉄骨壁下地 50形 47.5 ㎡ 刊行物

　　〃 Ｍバー25型 44.2 ㎡ 刊行物

壁開口補強 900×1800程度 3 箇所 刊行物

ステンレス製カーテンレール L=1300～1800　ダブル 4 箇所 刊行物

換気レジスター 100φ　屋外ｱﾙﾐ製フード共 4 箇所 見積×0.80

クーラー用スリーブ 75φ　樹脂製キャップ（室内外）共 4 箇所 見積×0.80

PP用スリーブ 75φ　樹脂製キャップ（室内外）共 4 箇所 見積×0.80

多目的スリーブ 75φ　樹脂製キャップ（室内外）共 2 箇所 見積×0.80

クーラー用スリーブ用インサート 4 箇所 見積×0.80

壁点検口 300×300 2 箇所 見積×0.80

ピット内点検口 600×570 1 箇所 見積×0.80

　　〃 700×600 1 箇所 見積×0.80

ステンレス水切板 L=1900 1 箇所 見積×0.80

同上ライニング小口 1 箇所 見積×0.80

窓用アルミ手摺 W=1800 1 箇所 見積×0.80
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金　　　　額 摘　　　　要単　　価単位名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量



計

改め計
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額



A-4 左官・タイル工事

玄関床モルタル t30 1.4 ㎡

壁薄塗モルタル 192 ㎡

建具周囲詰めモルタル 内部 30.4 ｍ

同上下地モルタル 1.4 ㎡

サッシ外部シーリング MS-2　15×10 30.4 ｍ

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要単　　価単位仕　　　　　様名　　　　　称 数　  量



A-5 建具工事

引違いアルミサッシ AW-1a 1 箇所 見積×0.70

　　　〃 AW-2 1 箇所 見積×0.70

　　　〃 AW-3 1 箇所 見積×0.70

　　　〃 AW-4 1 箇所 見積×0.70

片引きスチールフラッシュ戸 SD-1 1 箇所 見積×0.70

袖付片開きスチールフラッシュ戸 SD-2 1 箇所 見積×0.70

ＰＳ用片開きスチールドア SD-102 1 箇所 見積×0.70

片引き木製戸 WD-1 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-2 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-3 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-4 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-5 1 箇所 見積×0.80

引違い戸襖 WD-6 1 箇所 見積×0.80

両開き木製フラッシュ戸 WD-7 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-8b 1 箇所 見積×0.80

　　　〃 WD-9 1 箇所 見積×0.80

3本引違い襖戸 F-1a 1 箇所 見積×0.80
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金　　　　額 摘　　　　要単位 単　　価数　  量名　　　　　称 仕　　　　　様



複層板ガラス 4K+6A+3C 4.3 ㎡ 建築代価表.1

　　〃 3Ｃ+6A+3C 4.3 ㎡ 刊行物

　　〃 6.8ＰW+6A+3C 1.6 ㎡ 建築代価表.2

樹脂板ガラス t3.0 0.3 ㎡ 見積×0.80

ガラス留めシーリング SR-1 60.7 ｍ 刊行物

計

改め計
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仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称



A-6 塗装工事

油性ステイン OSC 4.0 ㎡ 刊行物

　　〃 OSC　細幅 84.3 ｍ 刊行物

クリアーラッカー CL 4.0 ㎡ 刊行物

ビニルシート ワックス掛け WX 4.2 ㎡ 刊行物

外壁複層仕上塗材Ｅ
下地水洗い工法による洗浄　下地調
整C-1共　43.5㎡ 1 式 見積

上げ裏外装薄塗材Ｅ
下地水洗い工法による洗浄　下地調
整C-1共　12.2㎡ 1 式 見積

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価名　　　　　称



A-7 内装工事

ビニル積層床シート CF　t1.8 4.2 ㎡ 刊行物

壁ビニールクロス Ｆ☆☆☆☆ 211 ㎡ 刊行物

下地ボード継目処理 211 ㎡ 刊行物

壁下地石膏ボード t9.5　GL工法 137 ㎡ 刊行物

　　〃 t9.5 15.6 ㎡ 刊行物

壁耐水石膏ボード t9.5　GL工法 40.8 ㎡ 刊行物

　　〃 t9.5 16.9 ㎡ 刊行物

化粧ケイカル板 t6.0 1.4 ㎡ 刊行物

天井ビニールクロス Ｆ☆☆☆☆ 66.1 ㎡ 刊行物

天井石膏ボード t9.5 32.7 ㎡ 刊行物

壁発泡ウレタンフォーム t25　A1H 115 ㎡ 刊行物

塩ビ製天井見切り 105 ｍ 刊行物

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要単位 単　　価名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量



A-8 仕上げユニット工事

流し台 L=1200  GK-S-120MYN同等品 1 箇所 カタログ価格×0.75

コンロ台
L=700　バックガード付
GK-K-７０Ｋ・BGH-700同等品 1 箇所 カタログ価格×0.75

吊戸棚 L=1200　GKｰA-120F同等品 1 箇所 カタログ価格×0.75

流し台等取付手間 流し台・コンロ台・吊戸棚 1 式 建築代価表.3

ユニットバス
1216型　手摺・換気扇共
コンフォーユCKF-1216同等品 1 箇所 建築代価表4

廊下収納壁 830×270×2430 1 箇所 見積×0.80

玄関収納棚 450×450×2430 1 箇所 見積×0.80

木製ベンチ 積層材 1 箇所 見積×0.80

Ｉ形手摺 玄関　L=700 1 箇所 建築代価表5

　〃 トイレ　L=600 1 箇所 建築代価表6

Ｌ型手摺 トイレ　700×600 1 箇所 建築代価表7

タオル掛け L=400 1 箇所 建築代価表8

　〃 140φ 1 箇所 建築代価表9

計

改め計
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単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量



A-9 発生処分費

カタログ価格×0.75

産廃処分 積込・運搬共 1 式

建築代価表.3

建築代価表4

見積×0.80

見積×0.80

見積×0.80

建築代価表5

建築代価表6

建築代価表7

建築代価表8

建築代価表9

計

改め計
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額



E 電気設備工事

E-1 幹線設備工事 1 式

E-2 電灯コンセント設備工事 1 式

E-3 弱電設備工事 1 式

計
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摘　　　　要金　　　　額仕　　　　　様 数　  量名　　　　　称 単位 単　　価



E-1 幹線設備工事

電線管 E-31 12 ｍ 刊行物

ビニル絶縁電線 EM-IE 8.0mm2 12 ｍ 刊行物

P.BOX 300×500×100　鋼製・塗装 1 箇所 電気代価表.1

戸内配電盤 1 面 見積×0.80

計

改め計
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名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



E-2 電灯・コンセント設備工事

電線管 PF-16 133 ｍ

　　〃　 PF-22 24 ｍ

電線 EM-IE1.6mm 314 ｍ

　　〃　 EM-IE2.0mm 102 ｍ

ビニル絶縁ケーブル EM-EEF1.6mm×2C 2 ｍ

　　　　　〃　 EM-EEF1.6mm×3C 5 ｍ

　　　　　〃　 AE0.9-3C 10 ｍ

スイッチボックス 5個用 1 個

アウトレットボックス 4角中浅 5 個

コンクリートボックス 八角75 3 個

カバープレート 角 6 枚

　　〃 角　WP 1 枚

照明器具　A 引掛けローゼット 4 台

　　〃　　   B
シーリングライト
LEDG85901同等品 3 台

　　〃　　   C
ダウンライト
LDＦ6N-HGY/C7/7/2同等品 2 台

　　〃　　   Ｄ
棚下灯
LEDB87006N-LS同等品 1 台

埋込コンセント 2P15A×1 3 組

　　Ｐ．  　17

名　　　　　称 単位仕　　　　　様 金　　　　額 摘　　　　要数　  量 単　　価



埋込コンセント 2P15A×2 6 組

　　　　　〃　 2P15A×1　EＴ付 1 組

　　　　　〃　 2P15A×2　EＴ付 3 組

　　　　　〃　 2P15A×1　E 1 組

クーラー用コンセント 2P15A×1・ET付 4 組

防水コンセント 2P15A×1　WP 1 組

埋込スイッチ 1P15A×1 2 組

大型ホタルスイッチ 1P15A×1 5 組

インターホン 親機 1 組

玄関子機 1 組

計

改計
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仕　　　　　様 数　  量 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称 単位



E-3 弱電設備工事

電線管 PF-16 24 ｍ

　　〃　 E-19 隠蔽 12 ｍ

同軸ケーブル S-5C-FB　電線管内 12 ｍ

アウトレットボックス 四角中浅 5 箇所

カバープレート 角 1 箇所

直列ユニット BS-7F-7　中間 2 箇所

　　〃　 BS-7F-R　端末 1 箇所

住宅用火災警報器 熱感知器 1 箇所

　　〃　 煙感知器 3 箇所

計

改計
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名　　　　　称 仕　　　　　様 単位数　  量 金　　　　額 摘　　　　要単　　価



Ｍ 機械設備

M-1 衛生器具設備工事 1 式

M-2 排水設備工事 1 式

M-3 給湯設備工事 1 式

M-4 排水設備工事 1 式

M-5 換気設備工事 1 式

M-6 ＬＰＧ設備工事 1 式

計
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仕　　　　　様 数　  量 摘　　　　要金　　　　額名　　　　　称 単位 単　　価



 

M-1 衛生設備工事

洋風便器 1 箇所 機械代価表.1

洗面化粧台 500W　ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合水栓 1 箇所 機械代価表.2

ﾐﾗｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 500W　曇り止めﾋｰﾀｰなし 1 箇所 機械代価表.3

洗濯機ﾊﾟﾝ 横引ﾄﾗｯﾌﾟ付 800タイプ 1 箇所 機械代価表.4

横水栓 T200SNR13C 1 箇所 機械代価表.5

混合栓 台付 ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ　TKS05310J 1 箇所 機械代価表.6

計

改め計
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名　　　　称 摘　　　　要 数　  量

手洗付ﾀﾝｸ式 普通便座　蓋付
床上排水　止水栓　紙巻器共

備　　　　考単位 単　　価 金　　　　額



M-2 給水設備工事

給水ライニング鋼管 屋内一般　SGP-VA20A 32 ｍ

量水器 20A　遠隔指示式 1 箇所

伸縮甲止水栓 20A 1 箇所

仕切弁 GV JIS5K　GV20A 2 箇所

メーター支持台 1 箇所

フレキシブル継手 SUS製　20A 1 箇所

保温工事 GW+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ20A 6 ｍ

防食費 コンクリート内　20A 19 ｍ

計

改め計
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名　　　　称 単　　価摘　　　　要 数　  量 単位 金　　　　額 備　　　　考



M-3 給湯設備工事

被覆銅管 屋内一般　20A 22 ｍ

ペアチューブ 屋内一般 13 ｍ

フレキシブル継手 SUS製　20A 1 箇所

ｶﾞｽ風呂給湯器 1 台

保温工事 GW+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ20A 22 ｍ

追焚き配管 付属追焚き管 1 式

リモコン用電線管 PF 16 隠ぺい 21 ｍ

スイッチボックス 2個用 2 個

計

改め計
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備　　　　考数　  量 金　　　　額単　　価

屋外壁掛け16号 追炊き付 配管
ｶﾊﾞｰ ﾘﾓｺﾝ 浴室ﾘﾓｺﾝ ｹｰﾌﾞﾙ

単位名　　　　称 摘　　　　要



 

M-4 排水設備工事

排水白ガス管 屋内一般　SGP50A 3 ｍ

　〃 屋内一般　SGP65A 2 ｍ

　〃 屋内一般　SGP75A 2 ｍ

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 屋内一般　VP40A 1 ｍ

　　　〃 屋内一般　VP50A 4 ｍ

排水通気管 75A 1 ｍ

計

改め計
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数　  量 備　　　　考金　　　　額単　　価単位名　　　　称 摘　　　　要



M-5 換気設備工事

天井埋込型換気扇（V-1） 1 組

天井埋込型換気扇（V-2） 1 組

同時給排気型換気扇(V-3) 4 組

レンジフード 1 組

差圧式自然給気口 150φ　アルミ製丸型フード共 1 箇所

塩ビダクト VP100A 13 ｍ

スパイラルダクト 亜鉛鉄板　150φ 5 ｍ

保温工事 ロックウール100φ×25t 1 ｍ

　　　〃 ロックウール150φ×50t 4 ｍ

計

改計
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100φ×60m3/ｈ×40Pa
アルミ製丸型フード共

100φ×60m3/ｈ×40Pa
アルミ製丸型フード共

摘　　　　要数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

深型75cm幅　150φ×500m3/h×
50Pa　アルミ製丸型フード共

名　　　　　称 仕　　　　　様

100φ×32m3/ｈ
アルミ製丸型フード共



M-6 ＬＰＧ設備工事

白ガス管 SGP20A 19 ｍ 刊行物

　　〃 SGP25A 1 ｍ 刊行物

ホースコック 1 個 見積×0.80

　　〃 LA 1 個 見積×0.80

可とう管コック 13A 1 個 見積×0.80

金属フレキ管 13A 1 個 見積×0.80

鉄コック 25A 1 個 見積×0.80

計

改め計
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名　　　　称 摘　　　　要 数　  量 単位 単　　価

LB

備　　　　考金　　　　額



共通仮設費（積上げ分）

室内　環境測定
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ・
ｽﾁﾚﾝの5種　3箇所測定 1 式 見積×0.80

計

改計
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名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



図 面 リ ス ト

図 面 名 称 縮 尺番号

建築 工事 特記仕 様書 　（１ ）

図 面 名 称 縮 尺番号

建築 工事 特記仕 様書 　（２ ）

建築 工事 特記仕 様書 　（３ ）

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

Ａ－10

Ａ－11

Ａ－12

Ａ－13

配 置 図 ・ 付 近 見 取 図

内 部 仕 上 表

平 面 図

矩 計 図 . 1

矩 計 図 . 2

平 面 詳 細 図

展 開 図

床 伏 図 ・ 天 井 伏 図

電 気 設 備 特 記 仕 様 書Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

盤 図 ・ 照 明 器 具 姿 図

各 戸 電 気 設 備 図

幹線・ 共用灯 設備1.2階平面 図

電話配管・ＴＶ共聴設備1.2階平面図

機 械 設 備 特 記 仕 様 書Ｍ－１

Ｍ－２

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５

Ｍ－６

機 器 表 ・ 器 具 表

給 排 水 設 備 図

換気設備図  

各 戸 機 械 設 備 図

部 分 設 備 図

1/100

1/100

1/50

1/100

1/100

1/50

1/10・1/50

1/300

1/100

1/30

1/30

1/30

1/100

1/50・1/100

ユ ニ ッ ト バ ス 詳 細 図Ａ－14

建 具 表

建 具 キ ー プ ラ ン

1/20

1/50

1/100

1/20Ａ－15 部 分 詳 細 図

市営瀬田住宅211号室火災復旧工事 設計図



工事 概 要

１ .工事 名 称

２ .主要 用 途

３ .工事 種 別

４ .敷地

５ .都市 計 画

６ .工事 建 物 の概 要

都 市 計 画区 域 ：都 市 計 画区 域 内 用 途地 域 ： 無指 定 地域 防 火 地 域： 指 定な し

名 称

構 造

階 数

延 床 面積

建 築 面積

７ .本工 事 の 範囲 建 築 工 事

電 気 設 備工 事

８ .別途 工 事

一 般共 通事 項

機 械 設 備工 事

１ .適用 範 囲 （１ ） こ の特 記 仕様 書 、 図面 及 び現 場 説 明書 （ 現場 説 明 に対 す る質 疑 回 答書 を 含む ） に 記載 さ れて い な い事 項 は 、す べ て国 土 交 通省

６.施 工 計 画書

７.工 事 の 記仟

８.施 工 中 の安 全 確保

 　及 び 環 境保 全

・ 　仮 設 工事 ・　 外 構 工事・ 　 土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ工 事 ・ 　 木 工事

次 の 工種 の 工事 を 施 工す る 場 合は 、 工事 車 輌 の通 行 する 各 要 所に 保 安用 員 を 配置 し て、 通 行 者の 安 全確 保 を 図る 。

・ 　そ の 他必 要 と 認め ら れ る時 。

・ 　解 体 廃材 搬 出 時。

９.養 生

次 の 工種 に 該当 す る 工事 の 施 工計 画 書を 当 該 工事 の 施工 に 先 立ち 作 成し 、 請 負者 の チェ ッ ク の上 、 監督 職 員 に提 出 する こ と 。

工 事 の施 工 に伴 い 、 既存 築 造 物部 分 、工 事 目 的物 の 施工 済 み 部分 等 に汚 染 又 は損 傷 を与 え た 場合 は 、請 負 者 の責 任 にお い て 構造 及 び仕 上 げ を原 形 に 復旧 す るこ と 。

工 事 写真 は 共通 仕 様 書に 基 づ き撮 影 し、 完 成 時に 提 出す る 。 　　 　 　　 ・ カ ラー サ ービ ス サ イズ 　 　　 ・ デ ジタ ル 写真 デ ー タ

10.材 料 等 （ １ ）本 工 事に 使 用 する 建 築 材料 等 は、 設 計 図書 に 規定 す る もの 又 はこ れ ら と同 等 のも の と する 。

　 　 　に よ る場 合 は 、評 価 書 の写 し をも っ て 、品 質 及び 性 能 を有 す るこ と の 証明 と なる 資 料 の提 出 を省 略 す るこ と がで き る 。

（ ２ ）室 内 に使 用 す る合 板 、 接着 剤 等は 揮 発 性有 機 化合 物 （ ＶＯ Ｃ ）の 放 出 量の 少 ない 材 料 とし 、 監督 職 員 の承 諾 を受 け る こと

　 　 　測 定 方法 　 ※ パッ シ ブ 型採 取 法

　 　 　対 象 物質 　 ※ ホル ム ア ルデ ヒ ド、 ト ル エン 、 キシ レ ン 、エ チ ルベ ン ゼ ン、 ス チレ ン

　 　 　ま た 、下 記 の 揮発 性 有 機化 合 物の 室 内 濃度 を 測定 し 、 厚生 労 働省 が 定 める 指 針値 以 下 であ る こと を 確 認し 、 監督 員 に 報告 す るこ と 。

11.技 能 士 ・ 　適 用 する 　 　 　　 　 　 ・　 適 用し な い

12.施 工 の 検査 等 見 本施 工 　　 　 ・ 　行 う 　　 　 　 　　 　 　・ 　 行 わな い

13.周 辺 環境 へ の配 慮 等

工 事 着手 以 前に 監 督 員と 協 議 を行 い 、解 体 工 事等 の 騒音 ・ 粉 塵・ 塗 装工 事 の 悪臭 等 、周 囲 に 影響 を 及ぼ す お それ の ある 工 事 に対 し て十 分 に 注意 を は らう 。

ま た 施工 方 法・ 施 工 手順 に つ いて も 配慮 を す る。

本 工 事施 工 にあ た り 周辺 環 境 に対 し て影 響 を 与え な い様 、 養 生・ 整 理清 掃 ・ 安全 対 策に 充 分 留意 し て、 監 督 員と 協 議の 上 実 施す る 。

14.電 気 保安 技 術者 ・ 　適 用 する 　 　 　　 　 　 ・　 適 用し な い

・ 　実 施 する 　 　 　　 　 　 ・　 実 施し な い

特記 仕様 書（ １）

・ 　内 装 工事 ・ 　 木 製建 具 工事 ・ 　 ユニ ッ トバ ス 工 事

・ 　解 体 工事

・ 　塗 装 、防 水 工 事

　 　 　測 定 する 室 は 食事 室 　 一棟 計 ３ヶ 所 と する 。

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

株 式 会 社

FAX 0574 (62) 5432

TEL 0574 (62) 1881

三  宅  晶  信１ 級建 築 士登録 　 第 68278号
scale　 1/　 　

一式

一式

一式

共 同 住 宅

16.着 工 ･完 成 時 の提 出 図書

15.技 術 検査

完 成 時検 査 はあ ら か じめ 監 督 員の 完 成下 検 査 を受 検 し、 指 摘 事項 等 を全 て 完 了し た 上で 受 け なけ れ ばな ら な い。17.完 成 時検 査

完 成 検査 は 現場 検 査 及び 書 類 検査 を 実施 す る 。完 了 検査 時 に 持参 す る必 要 書 類は 監 督員 の 指 示に よ る。

18.保 全 に関 す る資 料

な お 、こ の 場合 請 負 金額 の 変更 は 行 わな い 。

19.軽 微 な変 更 現 場 の納 ま り、 取 り 合い 等 の関 係 に よる 協 議の 中 で 、形 状 、寸 法 の 軽微 な 変更 は 、 監督 職 員 の指 示 によ る 。

20.事 故 報告

21.そ の 他

工 事 施工 中 に事 故 が 発生 し た場 合 に は、 直 ちに 監 督 員に 通 報す る と 共に 、 事故 発 生 報告 書 を 監督 員 に速 や か に提 出 する こ と 。

出 す るこ と 。

工 事 に際 し 保険 に 加 入す る こと 。

使 用 資材 に つい て 、 工事 着 手以 前 に 全て の 資材 の 納 入期 間 を事 前 に 把握 し て迅 速 な 手配 を 心 掛け る こと 。

被害 ） 及び 、 火 災保 険 （ 保険 対 象： 工 事 建物 ） 、建 設 工 事保 険 等（ 保 険 対象 ： 一般 的 損 害） に 加入 す る もの と する 。 ま た、 工 事 着手 前 に保 険 証 書の 写 しを 監 督 員に 提

本 工 事に お いて 、 発 注者 、 請負 者 及 び全 下 請人 を 被 保険 者 とし て 、 工事 着 手か ら 工 事目 的 物 の引 渡 しま で の 期間 に つい て 、 賠償 責 任保 険 （ 保険 対 象： 第 三 者に 与 えた

工 期 内に 本 工事 を 完 了さ せ るこ と が 大前 提 であ る が 、万 一 納入 期 間 が工 事 期間 を 超 えて し ま うこ と が予 想 さ れる 場 合、 監 督 員と 協 議を 行 う こと 。

建 物 の適 正 な保 全 に 関す る 資 料を 監 督員 と 協 議の 上 作成 し 、 保証 書 （設 備 機 器、 屋 根鉄 板 等 ）、 設 備機 器 取 扱い 説 明書 、 鍵 引渡 書 類等 と 共 に監 督 員 に提 出 する こ と 。

工 事 完成 時 には 可 児 市建 設 工 事に お ける 取 扱 い書 類 一覧 に 基 づき 書 類整 理 し 完成 図 書と し て まと め 、監 督 員 に提 出 する こ と 。

ま た 、Ｃ Ａ Ｄデ ー タ （． Ｊ Ｗ Ｗま た は． Ｄ Ｘ Ｆ） を 提出 す る こと 。

工 事 着工 事 に、 設 計 図一 式 を 製本 し 、監 督 員 に提 出 する 。 （ ２部 ・ サイ ズ は 監督 員 の指 示 に よる ）

（２ ） 設 計図 書 間に 相 違 があ る 場合 の 優 先順 位 は下 記 に よる 。

　 1）現 場 説 明に 対 する 質 問 回答 書

　 2）現 場 説 明書

　 3）特 記 仕 様書

　 4）図 面

　 　 意匠 図 ：仕 上 表 を優 先

４ ． 工事 実 績情 報 の 登録

シス テ ム （Ｊ Ａ ＣＩ Ｃ ） の工 事 実績 情 報 シス テ ム（ Ｃ Ｏ ＲＩ Ｎ Ｓ） に 登 録す る こと 。

また 、 登 録後 、 ＪＡ Ｃ Ｉ Ｃが 発 行す る 「 工事 カ ルテ 受 領 書」 の 写し を 監 督職 員 に提 出 す るこ と 。

監督 員 へ の提 出 期限 は 次 のと お りと す る 。

受注 時 登 録デ ー タの 提 出 期限 は 、契 約 締 結後 10日以 内 と する 。

完了 時 登 録デ ー タの 提 出 期限 は 、施 工 完 了後 10日以 内 と する 。

また 、 作 成に あ たり 建 設 リサ イ クル デ ー タ統 合 シス テ ム 「Ｃ Ｒ ＥＤ Ａ Ｓ 」を 利 用す る こ と。

   1)再 生資 源 利 用計 画 書　 　 　 2)再 生 資源 利 用 促進 計 画書

   1)再 生資 源 利 用実 施 書　 　 　 2)再 生 資源 利 用 促進 実 施書

５ .発生 材 の 処理 等

工事 完 了 時に 可 児市 建 設 工事 共 通仕 様 書 に定 め る実 績 書 と入 力 デー タ を 監督 員 に提 出 す るこ と 。

また 、 処 分完 了 後に 還 付 され た マニ ュ フ ェス ト はＡ ～ Ｅ 票を 全 て監 督 員 に提 示 する こ と 。

（３ ） 図 面間 で 相違 の あ る場 合 は下 記 に よる 。

（１ ） 特 記事 項 のう ち 選 択す る 事項 は 、 ○印 の 付い た も のを 適 用す る 。２ .特記 仕 様

　　 　 及 び安 全 な避 難 に 必要 な 補強 、 落 下防 止 等の 保 全 措置 を 講ず る と とも に 工事 中 断 の措 置 をと る こ と。

３ .提出 書 類 等

また 、 工 事着 手 時に 工 事 用製 本 （A3二 つ 折り ） 2部を 提 出す る 。

再生 資 源 利用 促 進計 画 書 、再 生 資源 利 用 計画 書 は、 可 児 市建 設 工事 共 通 仕様 書 によ り 、 施工 計 画を 含 め て提 出 す るこ と 。

（ 設 計 図書 に 関す る 疑 義は 原 則と し て 入札 執 行前 に 質 疑書 の 提出 に よ って 確 かめ る も のと す る 。）

（２ ） 「 大規 模 地震 対 策 特別 措 置法 」 に よる 警 戒宣 言 が 発せ ら れた 場 合 、被 害 想定 さ れ る地 域 にお い て は工 事 請 負人 は 人身 の 保 護

本工 事 の 施工 に 関し て 提 出す る 書類 は 、 可児 市 建設 工 事 にお け る取 扱 い 書類 一 覧表 に 基 づき 作 成し 提 出 又は 提 示 する 。

請負 者 は 、可 児 市建 設 工 事共 通 仕様 書 に より 工 事実 績 デ ータ の 作成 ・ 登 録（ 請 負金 額 ５ ００ 万 円以 上 の 場合 に 行 う）

次に 示 す 期限 内 に工 事 実 績情 報 とし て 「 工事 カ ルテ 」 を 作成 し 、監 督 職 員の 承 諾を 得 て 、（ 財 ）日 本 建 設情 報 総 合セ ン ター 工 事 実績 登 録

尚、 施 工 中に 受 注時 登 録 デー タ の内 容 に 変更 が あっ た 場 合は 、 変更 が あ った 日 から 10日 以内 に 変更 デ ー タを 提 出 する 。

及び 建 設 工事 に 係る 資 材 の再 資 源化 等 に 関す る 法律 （ 建 設リ サ イク ル 法 ）そ の 他関 係 法 令等 に 従い 適 正 に処 理 す るこ と 。

発生 材 は 、請 負 者の 負 担 によ り 構外 に 搬 出し 、 建設 副 産 物処 理 推進 要 綱 、資 源 の有 効 な 利用 の 促進 に 関 する 法 律 等（ ラ ージ サ イ クル 法 ）

大臣 官 房官 庁 営 繕部 監 修『 公 共 建築 改 修工 事 標 準仕 様 書（ 建 築 工事 編 ）（ 最 新 版） 』 、 『可 児 市建 設 工 事共 通 仕様 書 』 によ る 。

完 成 図は 施 工図 も 含 め完 成 製 本（ Ａ ３二 つ 折 り） ２ 部を 提 出 する こ と。

共 同 住 宅改 修 （211号 室内 装 改 修）

Ｒ Ｃ 造

３階 建

瀬 田住 宅 ２ 号棟

1131.68㎡

379.38㎡

A-012026-3

設 計 図

建築工事特記仕様書（１）

地 名 地 番： 岐 阜県 可 児 市瀬 田 1144-1

　 　 　使 用 する 建 築 材料 が 、 国土 交 通省 大 臣 官房 官 庁営 繕 部 監修 「 建築 材 料 ・設 備 機材 等 品 質性 能 評価 評 価 事業 建 築材 料 等 評価 名 簿（ 令 和 7年度 版 ）」

市営瀬 田住宅211号室火災復旧 工事

市 営 瀬 田住 宅 211号 室 火災 復 旧 工事



特記 仕様 書（ ２）

・ 　そ の 他 仮設 建 物設 置 す る場 合 は、 予 め 監督 員 の承 諾 を 受け る 。

・ 　仮 設 建 物の 設 置場 所 に つい て は、 予 め 監督 員 の承 諾 を 受け る 。

１ .仮設 建 物

２ .仮囲 い ． その 他 仮 囲い 等 は、 関 係 法令 等 に従 い 、 適切 な 材料 ・ 構 造の も とで 設 置 して 、 事故 防 止 ・安 全 管 理に 努 める 。

３ .監督 職 員 事務 所 ・ 　 設 ける 　 　　 　 　 　　 　 ・　 設 け ない （ 現場 事 務 所内 兼 用）

備 品 等 は、 机 、い す 、 その 他 監督 職 員 の指 示 によ る も のと す る。

４ .工事 用 電 力 （ １ ） 引き 込 み

（ ２ ） 設置 及 び撤 去 に 要す る 費用 等 は 、請 負 者負 担 と する 。

（ ３ ） 設置 場 所、 施 工 方法 は 、監 督 職 員と 協 議す る 。

・　 本 工事 に お いて 構 外か ら 引 き込 む 。

・　 構 内の 既 存 設備 を 利用 す る （・ 　 有償 　 　 　・ 　 無償 　 ）

７ .足場 等

工 事 進 入路 の 整備 ・ 復 旧は 全 て本 工 事 とす る 。６ .工事 用 進 入路

必 要 と 思わ れ る場 所 及 び監 督 員の 指 示 する 場 所に 足 場 を設 置 し事 故 防 止安 全 管理 に 努 める 。

８ .イメ ー ジ アッ プ ・ 　適 用 す る　 　 　・ 　 適 用し な い

９ .その 他

解 体 工 事、 塗 装工 事 の 際に は 隣接 地 へ の配 慮 に十 分 留 意し 養 生シ ー ト を設 置 する こ と 。

仮設 工事

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

工 事 設 計 図
備   考

株 式 会 社

FAX 0574 (62) 5432

TEL 0574 (62) 1881

三  宅  晶  信１ 級建 築 士登録 　 第 68278号
scale　 1/　 　

・ 　仮 設 便 所を 設 置す る 。

金属 工事

工 事車 両 駐車 場 は 団地 敷 地 内と し 監督 員 の 指示 に よる 。

(6.6.2～ 4)(表 6.6.1、 2)野 縁 等の 種 類

　 屋 外　 ※ 25形 　 ・ 19形

　 屋内 　 ※ 19形 　 ・25形

・ 屋外 の 軒天 井 、 ピロ テ ィ天 井 等

  　　 周 辺 部の 端 から の 間 隔　 ・ 図示 　 ・ 150mm以 下

　     野 縁 受、 吊 りボ ル ト 及び イ ンサ ー ト の間 隔 　・ 図 示 　・ 900mm程 度

　 工 法  　　 建 築 基準 法 に基 づ き 定ま る （・ 1　 ・1.15　 ・ 1.3） の風 圧 力に 対 応 した 工 法

  　 　 野 縁の 間 隔　 ・ 図 示　 ・ 300mm程 度　

　 既 存 の埋 込 みイ ン サ ート 　 ※使 用 す る　 ・ 使用 し な い 

　 あ と施 工 アン カ ー の確 認 試験 　 　※ 行 う　 　 ・ 行わ な い 　 　 　　 箇 所数 　 ※ 屋内 の 場合 、 当 該階 に おい て ３ 箇所

ス タ ッ ド、 ラ ンナ ー の 種類  (6.7.3、 4)(表 6.7.1)

　 ※ 改 修標 準 仕様 書  表 6.7.1によ る ス タッ ド の高 さ に よる 区 分に 応 じ た種 類 　・ 図 示

ス タ ッ ドの 高 さが 5.0mを超 え る場 合 　 ※図 示 　・  　

出 入 口 及び こ れに 準 ず る開 口 部の 補 強  

　 ※ 改 修準 仕 様書 6.7.4(5)に よる 　 ・ 図示 　

１ . 軽量 鉄 骨 天井 下 地

２ . 軽量 鉄 骨 壁下 地

３ . フリ ー アク セ ス フロ ア 施工 寸法
構　 法

箇所 (mm)

 ・ 置 敷 式 ・ 500× 500

 ・ 支 柱 　 ・ 　　 　 　

　 調 整 式

住 戸床

高 さ

(mm)

耐 震 所 定

性 能 荷 重

・ 1.0Ｇ ・ 3000Ｎ

・ 0.6Ｇ ・ 5000Ｎ

表面 仕 上材

・ 帯電 防 止 床タ イ ル

・ タイ ル カ ーペ ッ ト

・ 　

[20.2.2]

H=120

寸 法 精 度 

　 ※ 標 準仕 様 書20.2.2(2)(ｵ)(a)～ (c)によ る

　 　 パ ネル の 長さ

　 　 　 ※各 辺 の長 さ が 500mmを 超え る 場合 　 ± 0.1％ 以 内 　　 　 　 　　 　 　　 　 500mm以 下 の場 合 　　 ± 0.5mm以 内

　 　 パ ネル の 平面 形 状 （角 度 ）

　 　 　 ※各 辺 の長 さ が 500mmを 超え る 場合 　 ± 0.1％ 以 内 　　 　 　　 　 　 　　 　 500mm以 下の 場 合 　　 ± 0.5mm以 内

　 　 フ リー ア クセ ス フ ロア の 高さ 　　 　 ※± 0.5mm以内 　 ・　 　

（ 品 質 ・性 能 及び 試 験 方法 ）

お け る「 評 価の 内 容 」に よ る　 建築 材 料 ・設 備 機材 等 品 質性 能 評価 事 業 （一 般 社団 法 人 　公 共 建築 協 会 ）に

防水工事

（１ ） シ ーリ ン グ材 の 種 類、 施 工箇 所 及 び目 地 寸法

・ 　 実施 す る 　　 　 　　 ・ 　 実施 し ない

（２ ） シ ーリ ン グ材 の 接 着性 試 験の 実 施 及び 試 験方 法

目 地寸 法

変 性 シリ コ ー ン系

変 性 シリ コ ー ン系

変 性 シリ コ ー ン系

シ ー リ ング 材 の種 類

外部 建 具 周り

施 工 箇 所

15ｘ 10

10ｘ 10

10ｘ 10

外 壁 開 口部

流 し 取 合部

１ .シ －リ ン グ

木工事

１.一 般 事項

２.木 材 の品 質

（ １） 木 材の 断 面 寸法

造 作材 等 で 監督 職 員の 承 諾 を受 け て納 ま り 寸法 と する こ と がで き る 。

・ 　Ａ 種 　 　　 ・ 　Ｂ 種 　 　　 ・ 　Ｃ 種

種 類

造 作 材

造作 材

区 分

構造 材

品 質（ 含 水率 ）

18％ 以 下

樹 種

米 栂 上 小節

米 栂 上 小節

３.樹 種

（ ２） 表 面の 仕 上 げの 程 度

左官工事

普 通ポ ル トラ ン ド セメ ン ト

4.外 壁 コン ク リ ート 巾 木

劣 化部 補 修

事 前に コ ンク リ ー ト巾 木 劣化 状 況 調査 を 実施 し 監 督員 と コン ク リ ート 爆 裂 部に つ いて 協 議 し補 修 を検 討 す るこ と 。

爆 裂部 は つり 撤 去 後に コ ンク リ ー ト巾 木 部全 面 に 樹脂 モ ルタ ル 塗 りt=20程 度

２.モ ル タル 塗 り仕 上

３.モ ル タル 塗 りセ メ ン ト

屋 内:木 ご て　 屋 外:金 こ て

金 ごて

１.土 間 コン ク リー ト 面 仕上

建具工事

合 板類 は ホル ム ア ルデ ヒ ドの 放 散 量が Ｊ ＡＳ で 定 める Ｆ co等 級 の もの 、 シ ック ハ ウス 対 策 Ｆ☆ ☆ ☆☆ 製 品 を使 用 する こ と 。１.木 製 建具

２.ア ル ミ製 建 具

A-02 建築工事特記仕様書（2）

玄 関ド ア 、Ｐ Ｓ ド ア、 ア ルミ サ ッ シを 新 設す る 。

３.建 具 用金 物 マ スタ ー キー 方 式 とし な い。

（ ３） ガ ラス と め 材

寸 法材種建具 の 種 類

ア ルミ ニ ウ ム製

（ ２） ガ ラス の 厚 さは 図 示に よ る 。

（ １） 材 料　 使 用 区分 は 図面 に よ る。

８ ｘ８シ リ コー ン 系

４.ガラス

ア ルミ 製 建具 仕 様 　　 耐 風圧 性 能 　Ｓ － ５　 　 気 密性 能 　Ａ － ４ 　　 水 密 性能 　 Ｗ－ ５ 　

市営 瀬田住宅211号室火災復 旧工事



二重 床 　フ ク ビ フリ ー フ ロア ー ＣＰ ・ き わ根 太 　同 等 品８ .乾式 二 重 床下 地

特記 仕様 書（ 3）
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１ .材 料 塗料 は 、ホ ル マ リン 不 検出 の も ので 、 水性 系 の もの を 原則 と す る。 シ ック ハ ウ ス対 策 が 必要 な 部分 は Ｆ ☆☆ ☆ ☆製 品 を 使用 す るこ と 。

種 類 種 類

塗 装工 事

内 装工 事

１ .接 着剤

２ .ビ ニル 床 シー ト 貼

接着 剤 に含 ま れ る可 塑 剤は 、 難 揮発 性 のも の と する 。

ビニ ル 床シ ー ト 等に 使 用す る 接 着剤 は ホル マ リ ン不 検 出の も の とす る 。シ ッ ク ハウ ス 対 策が 必 要な 部 分 はＦ ☆ ☆☆ ☆ 製 品を 使 用す る こ と。

名称

ビ ニ ル 床シ ー ト

仕 様 等

ク ッ ショ ン フ ロア ー

厚さ

1.8ｍ ｍ

備 考

水性 ワ ッ クス

屋 内 木 造作 材 オ イル ス テイ ン 塗 （Ｏ Ｓ ）

２ .下 地調 整

３ .各 塗装

屋 内 木 造作 材 ク リヤ ー ラッ カ ー 塗（ Ｃ Ｌ）

屋 内 木 造作 材 合 成樹 脂 調合 ペ イ ント 塗 （Ｓ Ｏ Ｐ ）

３ .フ ロー リ ング 貼

天然 木 突板 フ ロ ア　 Ｈ Ｇセ ン シ ア・ エ コ　 オ ー ク３ 本 溝　 同 等 品

壁紙 の 種 類： ビ ニー ル 　 　防 火 性能 の 種 別： ２ 級　 　 　 品質 ： １級 品 Ａ Ａ程 度 とし 、 見 本に よ り 決定 す る。４ .壁 紙貼

　 そ の 他ボ ー ド貼

材 料

名 称 仕 様 等 厚さ 備 考

ラワ ン 合板 床： Ⅰ 類 　他 ： Ⅱ類

化 粧石 膏 ボー ド

シ ー ジン グ 石 膏ボ ー ド

準 不燃

準 不燃

9.5ｍ ｍ

12.5ｍ ｍ

化 粧ケ イ カル 板 不燃 6ｍ ｍ

構 造 合 板 12ｍ ｍ 　 24ｍ ｍ2級

床 ： 12mm　 他 ：4mm･5.5mm

ケ イカ ル 板 不燃 9ｍ ｍ

５.石 膏 ボー ド

６.断 熱 ・結 露 材

A-03
建築工事特記仕様書（3）

市営瀬田住宅211号室火災復旧工事

上記 厚 さ は、 次 世代 断 熱 等級 基 準（ 断 熱 等級 4） に適 合 す る断 熱 材厚 さ と する 。

内 壁 ・天 井 250mm範 囲に 施 工

硬 質 発泡 ウ レタ ン フ ォー ム 吹 付工 法 （Ａ 種 １ Ｈ・ 熱 伝導 率 ： 0.026W/m・ K） 厚 25.0　 施工 箇 所： 各 住 戸外 部 壁面 及 び 界壁 面 、及 び 外 壁に 直 交 する

４ .外 壁塗 装

（１ ） 鉄鋼 面 　 　　 ・ 　Ａ 種 　 　　 ・ 　Ｂ 種 　 　　 ・ 　Ｃ 種

（２ ） せっ こ う ボー ト 及び そ の 他の ボ ード 面 　 　　 ・ 　Ａ 種 　 　　 ・ 　Ｂ 種 　 　　 ・ 　 Ｃ種

（３ ） 木面 　 　 　・ 　 Ａ種 　 　 　・ 　 Ｂ種 　 　 　・ 　 Ｃ種

　発 注 別に よ る 各工 事 は、 着 工 に先 立 ち、 構 造 ・仕 上 ・工 程 等 を十 分 に 検討 調 整し た 後 に、 そ れぞ れ の 工事 内 容を 把 握 し下 記 に○ 印 を 付し た もの を 適 用し て 施工 す る 。

番 号

１

２

３

４

５

６

７

８

項 目

く体 梁 貫 通ス リ ーブ

建 築 電 気 機 械 備 考

ユニ ッ ト バス

衛生 陶 器 類

洗面 化 粧 台・ 洗 濯用 排 水 トラ ッ プ

９

流し 台 ・ コン ロ 台・ 吊 戸 棚 流し 台 ス テン レ ス面 台 部 も建 築

給湯 器

換気 設 備

キッ チ ン 換気 扇 付フ ー ド

№2～ № 8の設 備 配管 配 線 工事

玄関 ・ ト イレ 内 手摺 及 び タオ ル 掛け

付属 品 一 式

10

1.浴室 ユ ニ ット

仕上げユニット工事

神栄ホームクリエイト：SK-602AP　同等品2.表札

3.流し 台 セクショナルキッチン流し台L=1200　サンウエーブGK-S-120MYN同等品

4.家具 類 廊下収納壁　W830×D270×H2430、玄関収納棚　W450×D450×H2430、木製ベンチ（積層材）　家具職人によるオーダーメイド

　　　　〃　　　　　コンロ台L=700（バックガード付）　サンウエーブGK-K-70K・BGH-700同等品

　　　　〃　　　　　吊戸棚L=1200　サンウエーブGK-A-120F同等品

メ ー カー 規 格 品と し 、施 工 図 作成 の 上監 督 職 員の 承 諾を 受 け て施 工 する 。

本 体 仕様 に は 浴槽 、 巻き 蓋 、 片開 き 扉、 共 用 サー モ シャ ワ ー 水栓 、 照明 、 手 摺（ 計 4ヶ所 ） 、 追炊 用 配管 等 を 含む も のと す る 。

ユ ニ ット バ ス： 1,200ｘ 1,600 ハ ウ ステ ッ ク :コ ン フ ォー ト CK　 CKF-216XALD同等 品

工事区分表

７.壁 ・ 天井 下 地 軽 量 鉄骨 壁 下 地　 50型　 　

軽量 鉄 骨 天井 下 地　 19型 （天 井 吊ボ ル ト 共） 　

複層 フ ロー リ ン グ　 厚 さ： 15ｍ ｍ　 　 表面 ： 天 然木 薄 単板 　 塗 装品 　 　寸 法 ： 303ｘ 1,818　 見 本に て 決 定す る 。

東 リ ＣＦ シ ート 同 等 品

（２ ） 上げ 裏 面 　　 外 装薄 塗 材 Ｅ（ ゆ ず肌 状 ・ ロー ラ ー塗 ） 　 下地 調 整　 水 洗 い工 法 の 上、 Ｃ －１

（１ ） 外壁 面 　 　複 層 塗材 Ｅ （ 上塗 材 :アク リ ル系 ・ ロ ーラ ー 塗・ 凹 凸 状仕 上 ）　 下 地 調整 　 水 洗い 工 法の 上 、 Ｃ－ １

９ .手摺 ・ タ オル 掛 け I型 手 摺 （L=700)： TS134GY75同 等品 、 Ｉ 型手 摺 (L=600)： TS134GY65同 等 品、 L型 手摺 (L=700× 600)； TS134GLCY85ド 同 等 品

10.換気レジスター・スリーブ 換気 レ ジス タ ー （100φ )： SRM-100同 等 品・ 外 部 アル ミ 製フ ー ド

各 種 スリ ー ブ： SC-75N-SRR同 等品 ・ 室内 外 取 付　 　 　※ 神 栄 ホー ム クリ エ イ ト同 等

タ オ ル掛 け (L=400)： YT406S4R同 等 品 、タ オ ル掛 け (140φ )： YTT406同等 品 　 　※ TOTO同 等



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 scale　 1/300配 置 図 ・ 附 近 見 取 図A-04

工事場所

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3

屋根

上げ裏

外壁

建具

幅木

雨樋

ピット

バルコニー

水洗い工法の上、外装薄塗材Ｅ塗替

水洗い工法の上、複層塗材Ｅ塗替

改修なし

改修なし

バルコニー外壁・立上壁内側・天端面のみ

バルコニー上部上げ裏面のみ

南・北面：アルミ建具　新設玄関・ＭＢ・物置：鋼製建具

改修なし

改修なし

床面：改修なし　壁面・バルコニー内側・天端面：外壁項目参照　上裏面：上裏項目参照

室名

玄関

廊下

ＬＤＫ

洋室.1

洋室.2

洋室.3

便所

洗面・脱衣室

浴室

物入

物置

ＲＣ

軽鉄

下地

木製 H=60 OS・CL

キックプレート　OS・CL

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｸｰﾗｰ用

ｽﾘｰﾌﾞ

ＰＰ用

ｽﾘｰﾌﾞ

ｸｰﾗｰ用

ｲﾝｻｰｰﾄ

多目的 換気

ﾚｼﾞｽﾀｰｽﾘｰﾌﾞ

モルタル金こてt30

乾式二重床下地フローリング合板t15.0

乾式二重床下地・合板t15

クッションフロアーt1.8・ワックス仕上

ユニットバス1216型

乾式二重床下地・合板t15

防水モルタル金こてt30

床

木製 H=60 OS・CL

塩ビ製 H=60

幅木

雑巾摺

天井壁

GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス
塩ビ製

廻り縁 備考

ＲＣ

軽鉄 GB-Rt9.5(ﾋﾞｽ固定)下地ビニールクロス

GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス

モルタル薄塗下地ビニールクロス

床見切：木製40×25　OS･CL仕上

ステンレス手摺（樹脂被覆品）、木製ベンチ、玄関収納棚

手摺取付下地（軽鉄壁内）、収納棚

コンクリート面ビニールクロス仕上

一部軽天下地GB-Rt9.5・ビニールクロスGB-Rt9.5(ﾋﾞｽ固定)下地ビニールクロス

ＲＣ

モルタル薄塗下地ビニールクロス

GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス

一部モルタル薄塗下地化粧ケイカル板t6.0

コンクリート面ビニールクロス仕上

一部軽天下地GB-Rt9.5・ビニールクロス

ＲＣ

軽鉄 GB-Rt9.5(ﾋﾞｽ固定)下地ビニールクロス

GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス

モルタル薄塗下地ビニールクロス

コンクリート面ビニールクロス仕上

流し台（L=1200）、コンロ台（L=700）ＢＧ付、吊戸棚（L=1200）

ＲＣ
GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス

モルタル薄塗下地ビニールクロス

ＲＣ

軽鉄 GB-Rt9.5(ﾋﾞｽ固定)下地ビニールクロス

モルタル薄塗下地ビニールクロス

ＲＣ

軽鉄 GB-Rt9.5(ﾋﾞｽ固定)下地ビニールクロス

GB-Rt9.5（GL工法）下地ビニールクロス

モルタル薄塗下地ビニールクロス

コンクリート面ビニールクロス仕上

ステンレス水切板（L=1900）、幅広付鴨居、レンジフード（設備工事）

幅広付鴨居

ステンレス手摺（樹脂被覆品）、紙巻き器（設備工事）

タオル掛け（L=400）、換気扇（設備工事）、Ｌ形手摺（700×600）

タオル掛け（L=140φ）、洗濯機パン（800型・設備工事）

洗面化粧台（L=600・設備工事）、握りバー（L=600）

換気扇（設備工事）

中棚、天袋木製

既設（打放仕上）のまま

ＲＣ

ＲＣ

軽天（Ｍバー）下地 合板t5.5軽鉄壁（Ｍバー）下地 合板t5.5

既設（打放仕上）のまま

内 外 部 仕 上 表

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

scale　

外 部 仕 上 表

内 部 仕 上 表

A-05

SUS(W)



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

15

平 面 図 scale　 1/1002026-3 A-06

工事場所（211号室）

洋間３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 矩 計 図 . 1 scale　 1/30A-07

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

工事範囲

既設コンクリート躯体に対して、内装仕上工事一式を本工事とする。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁面:水洗い工法の上、複層塗材Ｅ塗替

ﾊﾞﾙｺﾆｰ上げ裏面:水洗い工法の上、外装薄塗材Ｅ塗替

軽天･GB-Rt9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
天井250mm範囲断熱材吹付

10
0

300

軽天･GB-Rt9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
天井250mm範囲断熱材吹付

300

1
00

※床パネル:乾式二重床下地、壁パネル:軽鉄壁下地、天井パネル:軽天下地と読み替える



洋間３

軽天･GB-Rt9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
天井250mm範囲断熱材吹付

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 矩 計 図 . 2 scale　 1/30A-08

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

工事範囲

既設コンクリート躯体に対して、内装仕上工事一式を本工事とする。

工事範囲

既設コンクリート躯体に対して、内装仕上工事一式を本工事とする。

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15.0

1
00

300

軽天･GB-Rt9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
天井250mm範囲断熱材吹付

10
0

300

ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁面:水洗い工法の上、複層塗材Ｅ塗替

ﾊﾞﾙｺﾆｰ上げ裏面:水洗い工法の上、外装薄塗材Ｅ塗替

ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁面:水洗い工法の上、複層塗材Ｅ塗替

ﾊﾞﾙｺﾆｰ上げ裏面:水洗い工法の上、外装薄塗材Ｅ塗替

※床パネル:乾式二重床下地、壁パネル:軽鉄壁下地、天井パネル:軽天下地と読み替える

※床パネル:乾式二重床下地、壁パネル:軽鉄壁下地、天井パネル:軽天下地と読み替える

乾式二重床

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 平 面 詳 細 図 scale　 1/30A-09

展 開指 示

Ａ

ＢＤ

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１
１

※仕上は仕上表による

±0

洋間３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

★

★ ★

★

★

★★

物 入

★

★

★

★

★ 壁 硬 質 発泡 ウ レ タン フ ォー ム t25吹 付 工 法(A1H)t25.0施 工範 囲 を示 す

外 壁 ・界 壁 、 及び 当 該壁 の 上 階ス ラ ブ250mm、直 工 す るＲ Ｃ 壁 の250mm範囲 を 施工 範 囲 とす る 。



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 展 開 図A-10

※壁パネル:軽鉄壁下地と読み替える

scale　 1/100

洋間３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入 物入

ﾓﾙﾀﾙ下地化粧ｹｲｶﾙ板t6.0



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3

バルコニー

バルコニー

洗面所

物置

押入

廊下

洋間　6帖

A-11 床 伏 図 ・ 天 井 伏 図 scale　 1/60・ 1/100

浴室

便所物入

洋間　6帖

玄関

物入

2,000 2,800 1,600

1,840 960

2,700 3,700

1,140 2,560

4
,7
0
0

2
,0
5
0

1,
23
0

6
,2

20

1
,0

00
77

0
1,
1
00

3,
3
50

床　伏　図　　　　1/60

台所

20
15

12
0

8
5

床束45×45＠４５０以内

きわ根太45×45

乾式二重床ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ束(ﾌｸﾋﾞﾌﾘｰﾌﾛｱCP同等品)

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞJIS･MR1(M)-18 t20×1820×600

乾式二重床ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ束(ﾌｸﾋﾞﾌﾘｰﾌﾛｱCP同等品)

きわ根太45×45

凡 例

：きわ根太45×45・床束45×45＠450以内

：乾式二重床ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ束(ﾌｸﾋﾞﾌﾘｰﾌﾛｱCP同等品)

87

87

床仕上:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15・又は合板t12.0下地ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱt1.8

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞJIS･MR1(M)-18 t20×1820×600

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt20

洋間　6帖

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

工事場所

洋間３

ｍ

1,
4
00

4,
60

0
4,

60
0

3
,6
0
0

3,
60
0

1
,0
0
0

1,
1
00

3,
50
0

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

軽天･GB-Rt9.5下地ｸﾛｽW=300

硬質発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付工法t25×W250

（乾式二重床下地詳細図　　1/10）

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 建具キープラン scale　 1/100A-12

工事場所

洋間３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 scale　 1/50建 具 表 . 1A-13

１

１ １

１ １ １ １ １ １ １

１１

１

１１１
１

洋間３

洋間３

30洋室側：LDK側と同じ

洋室側：LDK側と同じ

30

洋室３

洋室側
しな合板

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

戸車

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事



３０

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

ユ ニ ッ ト バ ス 詳 細 図2026-3

プレーンフロア５

リーリエ 容量：２４５リットル６

洗場面積：１．０ｍ

スマートホワイト７

ゴム排水栓８

９

ラミリア１０

フロントチェンジプラン

ラミリア１１

化粧鋼板複合パネル 換気開口無１２

開き戸１３

１４

ガラリ有効面積：１２１．５ｃｍ

本

体

１５

アルミ押出品（アルマイト処理）

１灯１６

１７

モチ形　防湿型　ＬＥＤ電球

１８

壁付水栓（ホワイト）　吐水パイプＬ＝３００ ＫＦ３０００ＨＴＣＲ３

ホワイト １．６ｍ１９

スプレーｅシャワーＮｆ：ホワイト

　Ｉ形　Ｌ６００２０

２１

ＣＢ１２４－ＮＢ－６００Ｗ

組フタ２２

　Ｌ型　６００／８００ ＣＢ１２４－ＮＢ－６００／８００Ｗ

Ｒ７７８－４００－Ｍ２３

器

具

部

品

２４

ステンレスバー　Ｌ４００

１

２

短辺１２００×長辺１６００ 室内容積：３．８４ｍ

２３０㎏３

１９９８（ＳＢ水上より）

一

般

事

項
４

現地付２５

別途２６

ＡＢＳ樹脂　楽すてヘアキャッチャー付

１３Ａ用２７

２８

エルボアダプタ　樹脂管タイプ

２９

ＶＶＦ　１．６ｍｍ　２芯ころがし　Ｌ＝２０００ ジョイントボックスまで

ＮＯ． 仕　　　　　　　　　　　　様 備　　　考品　　　名部位

床

浴槽

浴槽エプロン

浴槽排水栓

壁プラン

ベース壁

フロント壁

天井

ドア

ドア枠

照明

シャワーヘッド

シャワーホース

フロフタ

天井高さ

質量

内法寸法

タオル掛け（浴室内）

追加握りバー（フリー）

追加握りバー（フリー）

共用水栓（壁付）

３

一般地

２

２

ブラケット：メタル調

scale　 1/15・ 1/20・ 1/5

８００

８９３

１６００（ＳＢ内法）

２００

１２

２３

８００

１６７０（設置必要最小寸法）

１６４６（ＳＢ外法）１２

２３

４
０
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５
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ユニットバス展開図　　1/30

ユニットバス平面図　　1/15

ドア廻り詳細図　　1/5
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＝
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雑排水トラップ

雑排水接続口
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換気扇

追炊配管用壁加工 ユニットバス指定換気扇

３１
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３３
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３５
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手摺（浴槽奥）

手摺（浴槽正面）

手摺（洗い場）

手摺（ドア横）

インテリアバー32φ　L=600×400
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市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 A-15 部 分 詳 細 図 scale　 1/20

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事



工 　 　事 　 　 概　 　 要

工 　 事　 項 　 目

◎ 印又 ○ 印 は本 工 事 に摘 要 する も の とす る 。

・　 　 　 ＩＴ Ｖ

・ 　　 　 電 灯、 コ ン セン ト

〃

〃

〃

〃

・ 　　 　 照 明器 具

・　 　 　 屋外 電 気

・ 　　 　 放 送 ・　 　 　 防火 戸

施 　 工　 基 　準

疑 　 　　 　 　義

申 　 請　 手 　続

工 　 事　 変 　更

現 場 代理 人 の選 出

提 　 出　 書 　類

１．　　電気引み工事負担金

空調衛生電気建築

○

○○

工　事　範　囲

〃

〃

〃

〃

〃

諸 官庁 及 び 電力 会 社 等へ の 申請 手 続 は全 て 請負 者 が 代行 し 、そ の 費 用は 全 額請 負 者 の負 担 とす る 。

又 は疑 義 の 生じ た 場 合は 監 督員 の 指 示に よ り施 工 の 事。

別途

・ 　　 　 受 変電

・　 　 　 電力 引 込設 備 工 事

・ 　　 　 幹 線、 引 込

・　 　 　 テレ ビ 共聴

・　 　 　 住宅 用 火災 警 報 器

〃 　

・ 　　 　 電 話配 管 ・ 配線

〃

〃

・　 　 　 換気 扇

○

○

○

○

○ ○

○

○

○○

○

○○

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名 工 事 設 計 図

備   考

図 面名

電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

工 　 事　 名 　称

工 　 事　 場 　所

構 　 造　 規 　模

本 工事 は 上 記工 事 項 目を 別 図の よ う に施 工 する も の で、 施 工図 及 び 仕様 書 に記 載 な き事 項 は国 土

交 通大 臣 官 房官 庁 営 繕部 監 修の 公 共 建築 工 事標 準 仕 様書 (電 気設 備 工事 編 )・電 気 設 備工 事 標準 図

・電 気 設 備工 事 技術 基 準 電力 会 社 内線 規 程・ 消 防 法・ 建 築基 準 法 ・そ の 他関 係 法 令に 基 づき 完 全

に施 工 す る事 。

工 事契 約 前 に質 疑 回 答書 を もっ て 確 認す る 事。 図 面 と仕 様 書が 相 違 する 場 合、 明 記 の無 い 場合 、

本 設計 図 に 明記 が 無 くて も 外観 、 構 造及 び 技術 上 、 当然 必 要と 認 め られ る 工事 は 請 負金 額 の範 囲

内 に於 い て 監督 員 の 指示 に 従い 施 工 する 事 。

本 工事 期 間 中は 必 ず 専門 技 術者 を 現 場代 理 人と し て 工事 監 督者 の 任 に当 た るこ と 。

・　 　 　 呼出 し チャ イ ム 設備 工 事

電 　気 　 設　 備 　 工　 事

２．　　電話配管及び配線

１４．　　工事に関する試験、検査等の必要経費

３．　　テレビ受信障害補償金

４．　　受電後、引渡し迄の基本料金

５．　　〃　　　　　使用電力料金

６．　　電動機とその据付工事

９．　　エレベーター用電源開閉器及び負荷側の一切の工事

１０．　　エレベーターの非常用インターホンの配管工事

１１．　　換気扇とその取付工事

１２．　　天井埋込壁照明器具の穴明け補強工事

１３．　　工事に関する申請業務の必要経費

１５．　　工事に必要なスリーブ及び点検口

１６．　　工事に必要なＢＣ，ＳＢＣ染スリーブ及び補強

１７．　　設備機器電源端子接続迄

７．　　温、湿度調整関係の自動制御配管

８．　　電極棒その据付工事

８． 　 放 送設 備 工 事

７． 　 電 話配 管 設 備工 事

１ ． 　配 　 管　 路 ・ 　 金 属管

３ ． 　接 　 　　 　

２ ． 　端 　 子　 盤

・ 　 Ｐ Ｆ管

端 子 取 付用 木 板は １ ８ ㎜以 上 とす る 。

接 地 は 交換 機 用及 び 保 安機 用 の一 切 を 施工 す るも の と する 。

１ ． 　各 系 統の 放 送 機器 の 構 成

２ ． 　図 示 なく て も 増幅 器 そ の他 機 器に 接 地 工事 を 行う 。

・ 　 フロ ア ダ クト （ 　　 　 　 ）Ｗ Ａ Ｙ　 ・ 　 ＣＤ 管

配　 管 　配 　 線

一 　般 　 事 　項

電線 相 互 の接 続 は圧 着 端 子を 使 用す る 。

空配 管 に はビ ニ ール 被 覆 鉄線 （ 心線 径 １ ．６ ㎜ ） を入 れ る。

入線 は 標 準の 色 分け 配 線 とす る 。

ボッ ク ス 廻り の 配管 は ボ ンド を とる 。

のな い よう に 行 う。

管の 埋 込 み、 又 は貫 通 は 監督 員 の指 示 に 従い 建 造 物の 構 造及 び 強 度に 支 障

特 記な き 配 線は ６ ００ Ｖ ビ ニー ル 絶縁 電 線 とす る 。

湿度 の 多 い場 所 に施 設 す る配 管 は防 湿 工 事を 施 す 。

１．

２．

３．

４．

５ ．

６ ．

７ ．

・

・

　 　

１． 　 高　 　 　 　　 圧

２． 　 動　 力 　 幹　 線

３． 　 電　 灯 　 幹　 線

４． 　 電　 灯 　 回　 路

・

・ ３φ ３ Ｗ

３φ ３ Ｗ

１φ ３ Ｗ

１φ ３ Ｗ

・ ６．６ Ｋ Ｖ

・ ２１０ Ｖ

・ ２１０ ／ １０ ５ Ｖ

・ ２００ Ｖ ・ １ ００ Ｖ

２ ． 電  力  方  式

・ 　 屋内 キ ュ ービ ク ル型１． 　 構　 　 　 　　 　 造 ・　 屋 内開 放 型

・　 屋 内閉 鎖 型

３ ．受 変 電 設備 工 事

２． コ ンク リ ー ト基 礎 は本 工 事 とす る 。

・   屋外 キ ュ ービ ク ル型

・ 　Ｃ Ｄ 管 ・ 　金 属 管

２． 　 電線 ケ ー ブル

・ 　Ｆ Ｅ Ｐ 管Ｈ ＩＶ Ｅ 管

・ 　金 属 ダク ト

１． 　 配　 線 　 方　 式

・

・　 ケ ーブ ル ・ 　Ｐ Ｆ 管

・　 CVT・ 　 IV ・ 　 VV-F

４ ．　 幹 線 、引 込 設備 工 事

５ ． 　電 灯 、配 電 設 備工 事

２． 　 電線 ケ ー ブル

１． 　 配　 電 　 方　 式

・　 Ｃ Ｄ

（ ３P30A　リ ミ ッ ター 付 ）

・  金属 管    ・  硬 質ビ ニ ール 管    ・  フ ロア ダ ク ト   ・  Ｐ Ｆ 管    ・  金 属線

３． 　 分　 電 　 盤

４．   配　 線 　 器　 具

６ ． 　照 明 器具 設 備 工事

２． 　 非常 照 明

１． 　 ダウ ン ラ イト 、 流し 元 灯

な し

設 　 備　 系 　統

９． 　 呼 出し チ ャ イム 設 備工 事

・  親 子式    ・  相 互 式   ・   

１ ．　 外 　 　灯

２ ．　 　 　 　管

１ ４． 屋 外 電気 設 備工 事

　

・ 屋 外 幹線    ・  屋 外 弱電

・ ド ラ フ     ・  Ｈ Ｉ ＶＥ 管    ・  Ｆ ＥＰ 管

・ 硬 質 塩化 ビ ニ ール 管

１ ５． 　 防火 戸 設 備

１ ６． 　 電話 交 換 機設 備

１ ７． 　 電気 時 計 設備

１ ８ ． 　表  示  器  設  備

キ ッ チン 換 気扇 設 置 部の 外 壁PCパ ネ ル開 口 は建 築 工 事と す る。

換 気 方式 は 第三 種 換 気方 式 とす る 。

１ ９ ． 　換  気  設  備

・  Ｅ Ｍ－ Ｉ Ｅ   ・  ＥＭ － ＥＥ Ｆ    ・  Ｃ Ｖ    ・  ＣＶ Ｔ

接 地極 銅 板 のみ に て基 定 の 抵抗 値 が得 ら れ ない 場 合は 補 助 接地 を 行い 基 定 の抵 抗 値を 得 る よう 施 工 のこ と 。

Ｊ ＩＳ Ａ － ４２ １ ０に よ る 。そ の 他は 下 記 によ る 。

１ ３． 　 避 雷針 設 備工 事

消 防法 、 同 施行 令 、同 施 工 基準 な らび に 火 災予 防 条例 に 従 い施 工 する も の とす る 。

１ ２． 　 住 宅用 火 災警 報 器 設備 工 事

配 管配 線 を 施工 す る。

防 犯、 業 務 その 他 管理 運 用 のた め に設 置 す るＩ Ｔ Ｖ設 備 と し、 テ レビ カ メ ラ、 制 御盤 、 受 像機 の 取 付け 及 び

１ １． 　 Ｉ ＴＶ 設 備工 事

３ ． 　受 信 電波 に つ いて 、 電 界強 度 試験 を 実 施す る こと 。

１ ． 　各 端 子Ｔ Ｖ セ ット に お ける 電 界強 度 は ７０ ｄ ｂ以 上 と する 。

１ ０ ．　 テ レビ 共 聴 設備 工 事

TEL 0574 (62) 1881

FAX 0574 (62) 5432 三  宅  晶  信１ 級建 築 士登 録 　 第 68278号

株式会社

scale　 1/　 　

１． 　 電圧 、 引 込方 式

・ 　低 　 　 圧 ・ 　 高 圧

・ 　架 　 　 空 ・ 　 地 中 ・　 架 空及 び 地 中

１ ．　 引 　 　　 込

・　 本 工事 に て 構内 引 込 柱建 柱・ 　電 力 会 社よ り 直接 引 込

２． 　 引　 込 　 柱

　 　電 気 使 用申 込 手続 き の 際に 、 配置 図 に 示す 電 柱を中 部 電力 可 茂 営業 所 に新 設 依 頼す る こと 。

３． 　 電力 引 込 負担 金

・ 　 別 途・   本 工 事

２ ． 　屋 外 工事 は 、 既設 盤 Ｔ ２か ら Ｂ棟 ま で の架 空 配線 を 施 工す る 。

電 気 設 備 特 記 仕 様 書

延 べ 床面 積

E-012026-3

岐 阜 県 可児 市 瀬 田1144-1

1131.68㎡

市営 瀬 田住 宅 211号 室 火 災復 旧 工事

市 営瀬田住宅211号室火災 復旧工事

Ｒ Ｃ 造



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 盤図・照明器具姿図 scale　E-02

TOSHIBA 　LEDB87006N-LS同等

TOSHIBA 　LEDG85901同等 TOSHIBA　LEDD-05001同等

ランプ　LDF6N-HGY/C7/7/2同等

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 幹線 ・共用灯設 備　1.2階 平面図 scale　 1/100E-03

※211号室の分電盤への配線工事も本工事とする。

工事場所

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 電話配管・ＴＶ共聴設備　1.2階平面図 scale　 1/100E-04

既設のまま

工事場所
※既設ﾎﾞｯｸｽ位置に配線を入替

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 scale　 1/50E-05

※住戸内の配管･配線は全て新設とする。

コンクリート壁内の配線も新設とする。（既設配管内の配線引抜き）

各 戸 電 気 設 備 図

住宅用火災警報器

（LDKは熱感知器、その他居室は煙感知器）

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



６ ・

備 考

埋 設 深さ ・ ３０ ０ 　 　　 　 ・４ ５ ０ 　　 　 　 ・６ ０ ０　 　 　 　・ ７ ５０

２ ． 　排 水 、 通気 設 備工 事

合 流 式排水 方 式 ・ 分流 式

２ ・ 放流 先 ・ 下水 本 管 ・一 般 排水 路

１ ・

３ ・ 工事 限 界

・ ＨＡ Ｓ Ｓ －２ ０ ３（ 排 水 用Ｌ Ｐ ） ・Ｊ Ｉ Ｓ Ａ－ ５ ３０ ３ （ ＨＰ ）

・Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ－ ５ ５２ ５ （ ＣＩ Ｐ ）

・Ｗ Ｓ Ｐ －０ ４ ２（ Ｖ Ａ ）

・ ＪＩ Ｓ Ｇ －３ ４ ５２ （ Ｓ ＧＰ ） （ 白）

・ 石綿 二 層 管（ 汚 水）

・ ＪＩ Ｓ Ｋ －６ ７ ７６ （ Ｈ Ｔ） （ 埋 設）

材料

・ ＪＩ Ｓ Ｋ －６ ７ ４１ （ Ｖ Ｐ） ・ ＪＩ Ｓ Ｇ－ ３ ４ ５２ （ 白）

・ ＪＩ Ｓ Ｋ －６ ７ ７６ （ Ｈ Ｔ）

材 料 ・ ＪＩ Ｓ Ｇ －３ ４ ５ ２（ 黒 ）

方 式

配 管材 料 ・Ｊ Ｉ ＳＫ － ６ ７７ ６ （ ＨＴ ）

源 水槽 よ り 動力 式 と する 。

保 温 の 施工 、 種別 、 保 温材 の 厚さ は 標 準仕 様 書第 ３ 章 ２． ３ ．５ ． ～ ２． ３ ．７ 表 を 適用 す る。

４ ・ 配管 材 料

汚水 桝

雨水 桝

承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名 工 事 設 計 図

備   考

図 面名

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

・Ｗ Ｓ Ｐ －０ ３ ２（ Ｔ Ａ ）

５ ・

１ ・

10． 　 融 雪設 備 工事

９． 　 油 管設 備 工事

８． 　 ろ 過設 備 工事

11． 　 保 温工 事

１ ・

１ ・

２ ・

・ ＪＷ Ｗ ＡＫ － １ １８ （ ＨＩ ）

塩 ビ製 小 口 径桝 　 300φ （ 塩 ビ蓋 共 ）

工 　 事　 項 　目

１．　給水設備工事

Ｖ

○

ｋ Ｗ

給　排　水　衛　生　設　備　工　事

・ し 尿 浄化 槽 設備 工 事

○

・ 焼却 炉 設備 工 事

・ 油 配管 設 備工 事

・ 給水 設 備工 事

・ 消 火 設備 工 事

・ ガ ス設 備 工 事

・排 水 通 気設 備 工事

・給 湯 設 備工 事

２ ・

３ ・

４・

５ ・

６ ・

７ ・

㎜ 個

㎜本 工 事 個

Ｖ＝ ｍ Ｈｘ ｘ

寸 法㎡ ｍ Ｈｘ ｘ

＝ ㎝ ｍＨ

・本 工 事 ・ 別 途（ 建 築 工事 ）・ 基礎

重 力方 式 は 受水 槽 及 揚水 ポ ンプ 、 高 架水 槽 を経 て 各 給水 栓 まで 。

量 水器

副 量水 器

受 水槽

高 架水 槽

揚 水ポ ン プ

８・ 水 　圧 　 試 　験

１ ・ 　　

計 量方 式 ・ 分 割 方式

寸 法㎡

架台

相台

13市 貸 与品

各給 水 器 具か ら 、量 水 器 設置 、 既設 引 込 み仕 切 弁接 続 ま で。

・ ろ 過設 備 工 事

Ｌ ／ min ｘ ｍ  ｘ㎜ ｘ

・ 仮 設 設備 工 事・衛 生 器 具設 備 工事

・ 印又 は 　印 は 本 工事 に 適用 す る もの と する 。

Ｖ＝

・一 括 方 式

別 途 工 事

ガス 設 備 工事 は 別途 工 事 であ る が、 ガ ス 施工 業 者 と工 程 につ い て 協議 の 上、 施 工 をす る こと 。

工　事　概　要

工　事　仕　様

工 　 事　 名 　 称

工 　 事　 場 　 所

工 　 事　 規 　 模

施 　 工　 基 　 準

本 工事 施 工 に際 し ては 、 本 仕様 書 、施 工 図 並び に 国土 交 通 大臣 官 房官 庁 営 繕部 監 修 機械 設 備工

事 標準 仕 様 書・ 機 械設 備 工 事標 準 図（ 最 新 版） ・ 消防 法 ・ 建築 基 準法 ・ そ の他 関 係 法令 に 基づ

き 完全 に 施 工す る 事。

疑　 　 　　 　 義

又 は疑 義 の 生じ た 場合 は 監 督員 の 指示 に よ り施 工 の事 。

工 事契 約 前 に質 疑 応答 書 を もっ て 確認 す る 事。 図 面と 仕 様 書が 相 違す る 場 合、 明 記 の無 い 場合 、

申　 請 　手 　 続

諸官 庁 等 への 申 請手 続 は 全て 請 負者 が 代 行し 、 そ の費 用 は全 額 請 負者 の 負担 と す る。

工　 事 　変 　 更

内に 於 い て監 督 員の 指 示 に従 い 施工 す る 事。

本設 計 図 に明 記 が無 く て も外 観 、構 造 及 び技 術 上 、当 然 必要 と 認 めら れ る工 事 は 請負 金 額の 範 囲

現場 代 理人 の 選 出

本工 事 期 間中 は 必ず 専 門 技術 者 を現 場 代 理人 と し て工 事 監督 者 の 任に 当 たる こ と 。

提　出　書　類

監督 員 が 指定 す るも の を 提出 す るこ と 。 　　 　

給排水工事の施工業者について

工事 店 に より 施 工を お こ なう こ と。

給水 工 事 にお い ては 、 可 児市 指 定給 水 装 置工 事 事 業者 に より 、 下 水道 工 事に つ い ては 、 可児 市 排 水設 備 指定

TEL 0574 (62) 1881

FAX 0574 (62) 5432 三  宅  晶  信１ 級建 築 士登 録 　 第 68278号

株式会社

scale　 1/　 　

直圧 部 及び ポ ン プア ッ プ部 （ １ Ｍpa－ １ 0分 間 以上 ）

７ ・

９ ・ 配 　 管　 材 　 料

・ Ｊ ＷＷ Ａ Ｋ ー１ ３ ２（ Ｐ Ｂ ）　

※ 引込 み 配 管（ ポ リ エチ レ ン管 ） か らの 分 岐部 に は サド ル 付分 水 栓 を設 置 する こ と

※ 引込 み 配 管（ ポ リ エチ レ ン管 ） の 先端 に はド レ ン を設 置 する こ と

・ ＪＷ Ｗ Ａ Ｋー １ １ ６（ SGＰ） Ｖ Ｂ

・ ＪＷ Ｗ Ａ Ｋー １ １ ８（ 耐 衝撃 Ｈ Ｉ ＶＰ ） 屋外 埋 設

・ ＪＷ Ｗ Ａ Ｋー １ ３ ２（ Ｐ Ｄ） 　 埋 設

弁 　　 類

・ 　一 次 側 ＪＩ Ｓ １ ０Ｋ 　 ＧＶ （ コ アー 付 き）

・ 　二 次 側 ＪＩ Ｓ ５ Ｋ　 Ｇ Ｖ（ コ ア ー付 き ）

・ 　一 次 側 ＪＩ Ｓ １ ０Ｋ 　 ＧＶ （ 仮 設）

６ ５Ａ 以 上 　Ｇ Ｖ 　 ＪＩ Ｓ １０ Ｋ （ ライ ニ ング ）

６ ５Ａ 以 上 　Ｇ Ｖ 　 ＪＩ Ｓ １０ Ｋ （ ライ ニ ング ）

10・  

・ Ｊ Ｉ ＳＫ ６ ７７ ８ （ ポリ ブ テン 管 ）

11・ 　

１ ・

３ ・

ボイ ラ

配 管材 料

２ ・ 　 工 事限 界

４・

5・

弁類

給 湯 器

１ ・

２ ・

洗浄 方 式

工事 限 界 衛 生器 具 及 び附 属 品の 取 付 けま で 。 尚軽 量 壁の 場 合 は予 じ め補 強 材 を挿 入 して

取 付け る こ と。

１ ・

２ ・

単 独式 人槽

㎡／ 日Ｖ ＝

放 流方 式

ｋｗ

Ｖ台 相

（Ｐ Ｐ Ｍ ）・ 　Ｂ Ｏ Ｄ

４・ ・ 　一 般 排 水路

５・ 工 事限 界 本 体及 び 内 部１ 式 （ブ ロ ワ ー、 空 気 配管 も 含む ） 尚 、電 気 工事 の 区 分は 操 作盤

へ の電 源 接 続ま で を１ 次 側 （電 気 工 事） と して 以 降 は本 工 事と す る 。

２・

３・

４・

（・ 屋 内 　　 ・ 屋外 ） 消 火栓

スプ リ ン クラ ー

泡消 火

配管 材 料 ・ ＳＧ Ｐ －Ｖ Ｓ・ ＪＩ Ｓ Ｇ －３ ４ ５２ （ Ｇ Ｐ）

１・ 供給 方 式 ・ 都市 ガ ス 直結 （ 供給 会 社 の責 任 施 工）

・ プロ パ ン ガス （ 配管 径 は 都市 ガ ス サイ ズ ）

２・

３・

工事 限 界

配管 材 料

配 管及 び 器 具の 取 付調 整 ま で。

・ ＪＩ Ｓ Ｇ －３ ４ ５２ （ Ｇ Ｐ） ・被 覆 鋼 管

都 市ガ ス の 場合 は 供給 会 社 の認 定 品 。尚 ガ スコ ッ ク は全 て コン セ ン ト型 と し

４・

５・

厨房 設 備 工事

焼却 炉 設 備工 事

放流 水

放 流先

各 給湯 器 具 から 給 湯水 栓 ま で。

ガ ス給 湯 器 　１ ６ 号（ 追 焚 き付 壁 掛 形）

・ ＪＩ Ｓ Ｈ －３ ３ ００ （ 被 覆銅 管 Ｌ タイ プ ）

・ ＪＩ Ｓ Ｇ －３ ４ ４８ （ Ｓ ＵＳ 管 ）

・  立   型

・  壁   掛

・ ５０ Ａ 以 下　 　 ＪＩ Ｓ １ ０Ｋ 　 Ｇ Ｖ

・ ６５ Ａ 以 上　 　 ＪＩ Ｓ １ ０Ｋ 　 Ｇ Ｖ（ Ｓ ＵＳ 製 ）

ｍ ｍｘ L／ minｘ ｍ ｘ

（ ＰＰ Ｍ ） 　　 　 ・ Ｓ Ｓ

製

７ ．　 ガ ス設 備 工 事

３． 　 給 湯設 備 工事

４ ． 　 衛生 器 具設 備 工 事

５ ．　 し 尿 浄化 槽 設備 工 事

３・

６ ．　 消 火 設備 工 事

１・

・ 型式 　 　 　　 　 ・固 定 　 　　 　 　 ・移 動

大 便器 　 　 ・ロ ー タン ク 方 式　 　 　 ・フ ラ ッシ ュ 弁 方式 　 　　 ・ セ ンサ － 方式

小 便器 　 　 ・押 ボ タン フ ラ ッシ ュ 方 式　 　 　・ セ ン サ－ 方 式

過 流出 防 止 装置 付 きと す る 。（ 湯 沸 器用 は 可と う 管 コッ ク ）

ｌ ｍ２ ／ ｈ 　　 燃 料　 　 灯 油焚 き 　　 　 　 台

１ ）分 離 接 触バ ッ キ式

２ ）合 併 処 理槽

３ ）自 然 放 流

４ ）ポ ン プ アッ プ 式

・ ＪＩ Ｓ Ｋ ６７ ７ ８（ ポ リ ブテ ン 管 ）

別途 工 事 宅 内最 終 枡 から 下 水道 本 管 接続 工 事 は、 別 途工 事 と する 。

各 排水 器 具 より 汚 水桝 ・ 宅 内最 終 桝 接続 ま で（ 最 終 桝以 降 は別 途 ）

５

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

・ 水 道用 ポ リ エチ レ ン二 層 管  屋 外 埋 設・ 屋 内 埋設

・ ステ ン レス 鋼 管 (SUS 304) 屋 内 壁内

・ ＪＩ Ｓ Ｋ －６ ７ ４１ （ Ｖ Ｕ） 屋 外

・ ＪＩ Ｓ Ｋ －６ ７ ４１ （ Ｖ Ｐ）  屋 内

塩 ビ製 小 口 径桝 　 100-150（ 塩ビ 蓋 共） 　 (車道  防 護蓋 )

延べ床面積

・ 換気 設 備 工事

M-01

岐阜県可児市瀬田1144-1

1131.68㎡

市営 瀬 田 住 宅 211号 室 火 災 復旧 工 事

市 営瀬田住宅211号室火災 復旧工事

ＲＣ造

AD22-0140
楕円



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 scale　機 器 表 ・ 器 具 表M-02

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

150φ

150φ

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

24時 間 換気 対 応 品

東芝DVF-T10CL同等品

ユニットバス対応換気扇

ｻﾝｳｴｰﾌﾞSDR-731同等品

ﾉｰﾘﾂGT-1653AWX-4BL同等品

東芝DV-141RW同等品

CS597BPG、SH597BAK、TS220FU2、TC291、

HA220P、YH51R　各同等品

TKS05310J　同等品

LDSAS060BAGKG1、LMAS060BIGCIG　同等品

T200NR13C　同等品

PWP800N2W、PJ2009NW　同等品



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 給 排 水 設 備 図 scale　 1/100M-03

工事場所
※上階への　竪配管は既設のままとする。（保温巻きのみ取替）

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 換 気 設 備 図 scale　 1/100M-04

工事場所

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 scale　 1/50M-05 各 戸 機 械 設 備 図

※住戸内の配管は全て新設とする。（既存スリーブ孔使用）

洋室３

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事

物入



承　 認 設　 計 設 計年 月 日 NO.
工 事名

図 面名

備   考

TEL 0574 (62) 1881

１ 級 建築 士 　 三  宅  晶  信 　 第 6 827 8号FAX 0574 (62) 5432

株 式 会 社
設 計 図

2026-3 部 分 設 備 図 scale　 1/10・ 1/50M-06

市営瀬田住宅211号 室火災復旧工事


